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〈スタンダール＝クラブ〉余話
──ポール・レオトーのアドルフ・ポープ宛未刊書簡──

髙　木　信　宏

　かつてスタンダール自ら予言したとおり 1），彼の文学的名声が高まったのは
1880 年以後のことである。もちろんその陰には，遺稿や書簡，蔵書等の散逸を
防ぐとともに，ミシェル・レヴィ版全集の刊行（1853–55 年）に心血を注いだ
作家の従弟ロマン・コロンの献身があった。とはいえ，1858 年にコロンが他界
した後，グルノーブルの高等学校で教鞭を執るかたわら，市の図書館に眠って
いた手稿類を発見し，『日記』『ラミエル』『アンリ・ブリュラールの生涯』など
未刊行テクストの出版に尽力したポーランド系のスイス人カジミール・ストリ
ヤンスキーによる多大の貢献がなかったならば，スタンダールの声価が定まる
時期は予言よりもずいぶんと遅れたのではないだろうか 2）。
　再評価の機運が熟した 1890 年，パリ在住のスタンダール愛好家たちの強い要
望に応えて居を首都に移したストリヤンスキーの周囲には，ポール・ギーユマ
ンやレオン・ベリュグーなど同好の士が集い，〈スタンダール＝クラブ〉という
伝説誕生の母体となるグループが形成された。この緩やかな結びつきによる私
的な交際が文壇の耳目を引く契機となったのは，1904 年にストリヤンスキーが
メルキュール・ド・フランス社から上梓した著書『スタンダール＝クラブの夕
べ』の題名そのものとベリュグーの筆になる序文であった。これ以降，〈スタン
ダール＝クラブ〉は，あたかも作家の熱烈な信奉者からなる秘密結社のごとく
喧伝されるいっぽうで，その活動の真相は謎につつまれたまま 1920 年代まで存
在の有無がとり沙汰されたのである 3）。おそらくは組織としての実体はなかっ
たものの，1912 年にストリヤンスキーが没した後も依然〈Stendhalisme〉 4）で
結ばれた仲間たちは，新たにレミ・ド・グールモンを精神的支柱に選び出し，
彼らの偶像の韜晦に倣って世間の目を欺きつつ，各人がそれぞれに交誼を深め
ていったのであろう。
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　かかる交流の一端を伝える史料として本稿がとりあげるのは，1914 年 3 月に
ポール・レオトーがアドルフ・ポープに宛てた 1 通の未刊書簡である。その具
体的な内容の検討に入る前に，まずはベル・エポック期のパリに咲いた「巧み
なフィクション」 5）の主要メンバーに数えられる，彼らふたりの間柄について
ごく手短に概観しておこう。
　前者にかんしては贅言を要しまい。虚飾を排した赤裸々な回想録や日記に自
らの文学的領域を見いだしたレオトーは，1902 年に自伝的著作『ル・プティ・
タミ』によって文壇にデビュー後，『イン・メモリアル』（1905 年），『性愛』（1906
年）といった小品やモーリス・ボワサールの筆名による劇評や短文を『メル
キュール・ド・フランス』誌等に寄稿して好評を博したが，なによりも 20 世紀
のモラリストという後世の評言を決定づけたのは，1893 年にはじまる畢生の大
作『文学日記』である。ところで，若き日にレオトーの関心をマラルメやユイ
スマンスら象徴派の詩や小説から引き離し，エゴチスムの文学に向けさせたの
が，ほかならぬストリヤンスキーの手により 1888 年に公になったスタンダール
の『日記』であり，1890 年公刊の『アンリ・ブリュラールの生涯』であった。
この邂逅はまたレオトーがスタンダール熱に浮かされるきっかけにもなったが，
居室に作家の複製肖像画を飾るほどの心酔もやがて歳月が流れるにつれて衰微
し，晩年にはその熱情もほとんど冷めてしまったようだ 6）。
　かたやアドルフ・ポープのほうは，一般にはあまり馴染みのない人物であろ
う。1854 年にシャンパーニュ地方トロアに生まれたポープは，祖父の書架に見
つけた『赤と黒』に啓示を受けた 15 の歳から自らの人生をスタンダールに捧げ
た才物である 7）。1890 年に居をパリに定めたポープは，翌年ジャン・ド・ミッ
ティを介して知遇をえたストリヤンスキーに導かれて本格的な研究の道に入る。
1904 年に最初の成果『スタンダール作品史』を上梓した後，新聞や文芸誌に精
力的に寄稿を続けるかたわら，1908 年には 3 巻から成るスタンダールの書簡集
をシャルル・ボス書店から刊行する。ミシェル・レヴィ版のそれが入手難となっ
て久しいなか，ポール＝アルチュール・シェラミーの協力をえて 8），未刊の手
紙を数多く活字におこしたポープ編纂書簡集の反響はすこぶる大きかった。そ
して 1914 年には，既発表の論文群に数篇の書き下ろしをくわえた集大成『スタ
ンダールの文学生活』を，シャンピオン版『スタンダール全集』の別巻として
世に送り出し，わずか 10 数年にして築きあげた業績への評価を不動のものとし
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たのだった。エドゥアール・シャンピオンが 1914 年に配布した〈スタンダー
ル＝クラブ〉の瀟洒なパンフレットに，ポープの肩書が「文書係兼会計幹事」
と刷られているのは 9），むろん保険会社の会計係長という彼の職業にちなんだ
悪戯もあるが，「文書係」のほうは，ほかの誰にもまして一次資料の収集と考証
にあけくれた彼の研究スタイルに由来しているのだろう。モンマルトルの丘の
中腹，スタンダールの永眠する墓地へとつづくアベス通りに面したポープの住
まいには，初版本や肖像画，書簡など貴重なコレクションの数々が博物館さな
がら蔵されていたらしい。作家への終生変わらぬひたむきな敬愛において比肩
する者のいないアドルフ・ポープは，まさにヴィクトル・デル・リットをして

「ロマン・コロンの真の精神的兄弟」と言わしめたほど 10），20 世紀初頭におけ
るスタンダール研究の基盤構築に寄与したのである。ポープの没後，墓標には
ただ一語「Stendhalien」とだけ刻まれていたという 11）。
　ポープとレオトーの交際が始まった時期については，1905 年よりも前には遡
るまい。現在までに確認されているレオトーのポープ宛書簡──マリー・ドル
モア編纂による『書簡全集』所収の 21 通と，デル・リットが『スタンダール・
クラブ』誌上で公表してきた未刊 21 通──全 42 通のうち，日付が最も若いの
は 1905 年 5 月 3 日付の書状である。このなかでレオトーは前年にデュジャリッ
ク書店から出版されたばかりの『スタンダール作品史』が含む書誌情報の誤り
を慇懃に手厳しく指摘しており 12），とても面識があったとは思えない。『文学
日記』においてもポープの名が登場するのは 1905 年以降である。興味深いこと
に同年 9 月 19 日付の日記には，ポープをストリヤンスキーのでっち上げた架空
の人物だと思い込んでいたと，レオトーがグールモンに話して聞かせたことが
記されている 13）。しかもそう思い違いをした理由のひとつとして，ポープを「ス
トリヤンスキーの発明」と紹介した『スタンダール＝クラブの夕べ』のベリュ
グーによる序文が挙げられているのだ。同書の刊出が 1904 年の年の瀬（奥付に
は 1905 年）である事実を踏まえれば，レオトーが己の錯誤に気づき，ポープと
の接触を図ったのは 1905 年になってからとしか考えられまい。後年〈スタン
ダール＝クラブ〉の設立者に数えられたりもするレオトーであるが 14），1905 年
当初はまだストリヤンスキーだけでなく 15），ポープとも面識がなかったのだ。
レオトーが『レルミタージュ』誌 1905 年 3 月 15 日号に寄稿した短評「ル・ス
タンダール＝クラブ」は，いわば部外者として執筆されたのである。
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　文通を介してポープと次第に打ち解けたレオトーは，同時代文学の動向すら
眼中にないスタンダールへの傾倒ぶり──はじめポープはグールモンですらス
タンダール関連論文の著者としてしか認識していなかった──になかば呆れな
がらも 16），『レルミタージュ』誌に新コラム「クロニック・スタンダリアン」を
準備していたグールモンに彼を寄稿者として推薦する。グールモンと連れ立っ
てレオトーが初めてポープ邸を訪れた 1906 年 1 月 21 日を境に，彼らの交際は
親密さの度合いを増しはじめ，レオトーの書簡や日記にポープ夫人と子供らを
交えて家族ぐるみでつき合うさまが窺えるようになる。
　だが，レオトーがポープに胸襟を開くのは 1909 年に入ってからであろう。こ
の年の 7 月 11 日，レオトーはポープに手紙で初めて自らの動物愛について打ち
明けた。細やかな長い説明のあと，彼はこう結んでいる──「世の人びとはこ
れから知り合いになる人物のことを話題にするとき，〈そのかたの外套は私に似
合うかしら〉と訊いたものですが，私はといえば〈その人は動物が好きでしょ
うか〉と尋ねます。これこそが私の親近感の出発点なのです」 17）。街を彷徨う
哀れな捨て犬や野良猫に家族同然の愛情を抱くレオトーの逸話は周知であろう。
ようやくレオトーはポープとその夫人に心を開いたのであり，この後レオトー
の手紙に迷子犬の対処法といった話題が時おり混じることになる 18）。
　こうして芽生えた友情であったが，しかし 1913 年に起こったある出来事が災
いし，ついには無惨にも萎れてしまう。事の発端は，1911 年末にポープがレオ
トーの短文「ル・スタンダール＝クラブ」を，準備中の自著『スタンダールの
文学生活』に収載させてくれるよう依頼したことであった。この一文の出来栄
えを密かに自負していたレオトーは 19），改稿を条件に快諾し，翌年の 3 月 29 日
にはポープに原稿を渡している 20）。そればかりか，レオトーはなかなか出版社
が見つけられない友人のため，メルキュール・ド・フランス社の編集長アルフ
レッド・ヴァレットへの口利きを買ってでてもいる 21）。
　それほどポープの申し出を歓んでいたレオトーだっただけに，企画が流れた
ときのその心中は察して余りある──「なんと酷いことを私にお書きになった
のでしょう。ご高書と一緒に小論「ル・スタンダール＝クラブ」が日の目を見，
名声が頂点に達するのを当てにしていたこの私に。よろしければ，この輝かし
い文学の小品をご返送ください。それにふさわしい場所をきっと反古のなかに
見いだすでしょうから」 22）。この 1913 年 2 月 8 日付の書簡に続き，2 月 11 日に
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もレオトーは苛立ちを抑えつつ原稿の返送をポープに責付いている 23）。収録を
見送った経緯を告げるポープの手紙が未確認であり，またレオトーの日記もこ
の件にかんして沈黙しているため，事の真相については推測するよりほかない
が 24），レオトーにとり不愉快きわまる出来事が後々までずっと尾を引いたこと
は，これ以後彼の音信が途絶えがちになり，また『文学日記』にもポープにつ
いての言及がほとんどなくなる事態に窺い知れよう 25）。ちなみにドルモアは，
ポープから返送された原稿がその後は行方知れずである旨を注記している 26）。
　 1 年が過ぎ，問題の本がレオトーの元に届く。彼は筆をとり，当時編集次長
を務めていたメルキュール社の便箋に礼状をしたためる。日記をつける習慣の
ためだろうか。いかにも几帳面そうな，小さく良く調った筆跡である 27）──

1914 年 3 月 12 日，パリ
　親愛なるポープ様
　今しがた落掌した一書『スタンダールの文学生活』は，あなたのご厚意によるもの
でしょうか。お名刺が差し挟まれているので，おそらくそうなのでしょう。ご高配に
深謝いたします。とりわけお祝い申し上げます。ご高書は愉快です。この中身は，ス
タンダリアンをしてお顔立ちを思い浮かばせてご肖像を描かしめ，さらには昔も今も
あなたがずっとそうであるように，忍耐強く，マニアックかつ熱狂的で，じつに愛想
のいい蒐集家であると言わしめるのに，多少とも役立つことでしょう。なんと有り難
いこと！ 私がその文芸批評をするとしたら，それはもうとっくに出来あがっているの
ですから。とはいえ，あなたがご意図をお隠しになっているばかりか，じつのところ
かなりの虚栄心をお持ちなのではないかと疑念を抱いております。賭けてもよろしい
のですが，ご高書の最初の一冊が届けられて，それを手にされたとき，あなたは姿見
の前で少々反っくり返られたに相違ありません。これまで私はたびたびこう申し上げ
てきました。「あなたは後世に名を残される」，と。ベール全集のこの素晴らしい版本
のなかに芳名がくわわったからには，もはやかかる栄誉は確約されました。もっとも，
数々のお仕事と入念さとによって，そして類例のない人物への称賛の念によって，あ
なたはすでにこの名誉を手にされていたのですが。
　ご高書のなかに記された私へのお世辞に対しては，お礼を申し上げるわけにはまい
りません。あなたはそこにおいて，私には分かち合うことのできない偏執を満足させ
ていらっしゃいます。それに協力しているように見られたくはありません。
　いずれまたそのうち，日曜日にでもお伺いするつもりです。では，奥様とお子様方
によろしくお伝えください。

P・レオトー　

虚栄心を諷刺してやまなかったスタンダール，その文学の賛美者ポープにとっ
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てこの好意を装ったレオトーの辛辣な指摘はたいそう骨身に応えたにちがいな
い。シャンピオンに宛てた同日付の礼状のなかでレオトーは同様の表現をもち
いてポープを讃えているが 28），エディット・シルヴによれば彼の褒め言葉の
数々はじつは研究者ポープの業績を軽んじるものであり，総じて「正々堂々と
は後代に名を残せない批評家のイメージ」をあたえているという 29）。
　遺恨の根はかくも深いのだが，その由来の謎を解く鍵はこのポープ宛礼状の
第 2 節，とくに「私には分かち合うことのできない偏執」というくだりにあり
そうだ。いうまでもなくレオトーがここで噛みついているのは，ピエール・ラ
セール，アンドレ・シュアレス，グールモンらと並ぶスタンダール研究隆盛の
立役者としてレオトーの名が掲げられた序文であろう。注目すべきことにポー
プはこの序文で〈スタンダール＝クラブ〉にさも実体があるかのように見せか
けているのだ 30）。そればかりではない。ポープは自身が 1909 年に発表した一
篇「ル・スタンダール＝クラブの補遺」を自著に収録しているのだが，これは
レオトーやグールモンの紹介とは別個に彼らの偽名，すなわちモーリス・ボワ
サールとコフを実在するメンバーとして扱い，当時グールモンを不快にさせた
いわくつきの戯文である 31）。かかるポープの意図と，〈スタンダール＝クラブ〉
の会員一覧を 1914 年 4 月に公表するシャンピオンの狙いとを結び合わせるなら
ば，礼状のなかでレオトーが「偏執」と呼ぶものとは，シャンピオン版『スタ
ンダール全集』の宣伝のために〈スタンダール＝クラブ〉という神話の威光を
利用しようとする企みだと思い当たるであろう。「幸福な少数者」の理念にあく
までも忠実に，「スタンダリアンは各人がそれぞれの小さなクラブをもつ」と
謳ったレオトーの傑作「ル・スタンダール＝クラブ」が 32），ポープの著書にそ
の居場所を失った理由について，もはやこれ以上縷言するまでもあるまい。
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